
 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

旧大河内小学校についてお話します。学校の始まりですが、

上野平の学校ができた頃、はじめは大河内の子供たちも一緒

に通っていたそうです。それから４年ほど過ぎ、明治 10 年に

大河内地区の児童が通う学校としてスタートしました。10 月

に郷土巡り学習で訪れた時の寺田光利さんに詳しくお伺いし

ましたので聞いてください。寺田さんが通っている頃、毎朝

100 人ほどの全校児童が元気よくラジオ体操をして始まりました。これは教室での様子です

が、何をしているところでしょう？この頃は給食ではなく、

毎日お弁当を持って通っていたそうです。子供の人数や机、

椅子など、皆さんとは随分違いますね。寺田さんが６年生の

７月から「ミルク給食」が始まったそうで、本当においしか

ったとおっしゃっていました。遠足では、大日山へ７ｋｍの

道のりを２～３時間かけて歩きました。この写真の中には、

佑馬さんと実玖さんのおじいちゃんがいらっしゃるようです。

運動会では徒競走や綱引きなどの種目の他に「鼓笛パレード」

を行い、「ひらいたひらいた」や「富士山」などの楽曲で運動

場を舞台にしてドリル演奏をされたそうです。集団演技とし

て、３年生から６年生が楽器の演奏をしながら隊形づくりを

する高度なものです。今はヘリポートとなっていますが、以前はこうして運動会が開かれま

した。また、日頃は音楽練習に力を注ぎ、秋に行われた静岡県の器楽大会に参加し、「朝日新

聞社賞」という立派な賞を受賞されたそうです。 

寺田さんが演奏してくださった「自作の校歌」は覚えていますね。当時、大河内小には校

歌がなかったそうですが、三倉小の子供たちが訪れるということで、音楽がお好きな寺田さ

んは詩を考え、曲作りをし、３日間もかけて完成された真心のこもった曲だったわけです。

地域を学ぼうとする皆さんの心にはすばらしい贈り物だったのではないでしょうか。寺田さ

んのお話の中で、「自分の好きなこと、頑張っていることを続けることはとても大切なこと。

苦しいときもあるけれど、きっと自分の力になる。」とおっしゃいました。粘り強く取り組む

ことの大切さを感じました。私はこの言葉が心に深く残っています。 
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岩つつじ 

運動会での鼓笛パレード 

寺田さんの「自作校歌」の演奏 

 

旧大河内小学校の校舎 



本年度は、３回に分けてそれぞれの小学校跡地を巡りましたが、それぞれの地区の皆様の

温かい心に触れることができました。ふるさと三倉を大切にし、これから力強く頑張ってい

こうとする三倉小の皆さんには大きな期待が込められていることを感じました。それと同時

にこれからの皆さんへ大きなエールを送っていただいています。改めて私たちは地域や周り

の皆さんに支えられて成長していることが分かります。感謝の心を忘れてはいけませんね。        

今回の郷土巡り学習を実施にあたり、地区町内会長の松山様、小田様、田尾様をはじめ、

多くの皆様に御協力をいただき、子供たちの学びが深まり、すばらしい思い出ができたこと

を心から感謝いたします。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
  
 
 

              

月日 曜 行 事 給
食 月日 曜 行 事 給

食 

12/18 金 読み聞かせ  ○ 1/1 金 （祝）元日  

22 火 ＰＵＴ ○ ６ 水 始業式 ４時間授業  × 

23 水 小学校統合準備会 ○ ７ 木 給食開始 ○ 

25 金 
特４日課 終業式 
角田さんお寿司の会  11 月 祝 成人の日  

ＰＵＴ：ﾊﾟﾜｰｱｯﾌﾟﾀｲﾑ 
12 月 28 日～1月５日 冬季休業 
※ 12/29～１/３まで閉庁（職員はおりません） 

 
 
  

火 
表彰朝会 あいさつ運動 
健康安全の日 

ま
○ 

年度初めの避難訓練に臨む児童 

校内運動会 実施  11/14 

 

アマゴ釣り（クラブ活動）11/17 

 

森小で授業に臨む児童 

この上ない秋晴れに恵まれ、皆様の御協

力を得て心に残る運動会になりました。

本年度の優勝は白組となりましたが、ど

ちらも最後の最後まで力一杯演技をし、

両組ともすばらしい姿が見られました。 

 

本年度も森地区にお住まいの山中 勲さんの

御協力と大屋 哲治さんにもお手伝いをいた

だき、アマゴ釣りを実施することができまし

た。300 匹ものアマゴがプールに放流され、

子供たちは夢中で釣りを楽しみました。 

 

 

運動会終了後、互いに称え合う児童 

ＳＰＡＣ(静岡文化芸術ｾﾝﾀｰ)来校 

 11 月 30 日、SPAC の皆様をお招きして観劇を行いました。

演目「おばけりんご」は、ロシアの作家ヤーノシュが書

いた絵本をもとに創作されました。間近で見る演技はと

ても迫力があり、感動しました。後半は、皆さんと楽し

みながら表現の基礎を学ぶことができました。 

 

アマゴ釣りに集中する児童 

SPAC の皆さんの演技を見つめる児童 


